
だれどこカルタ
～うそ電話詐欺編～

記者発表会

鹿児島大学教育学部４年 中村彩華
鹿児島大学教育学部准教授 石橋愛架
研究室HP https://aikalab.sakura.ne.jp/

日時：2021年10月18日（月）10：00～
場所：Zoom
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オンライン対戦型
スマホアプリ



主催者紹介（1/2）

• 名前：石橋愛架（いしばしあいか）

• 所属：鹿児島大学教育学部家政科 准教授
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• 名前：中村彩華（なかむらあやか）

• 所属：鹿児島大学教育学部家政科 4年
※中村は、石橋研究室のゼミ生です。
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主催者紹介（2/2）



協力者紹介

• アプリファクトリーはるni株式会社

• 取締役 津田昇学様

• 本アプリの開発
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• 石橋研究室は、紙の「だれでもカルタ」を開発・使用して、うそ電話詐欺防止のた
めの活動を行ってきました。

• この度、スマホアプリの「だれどこカルタ～うそ電話詐欺編～」を開発しAppストア
とGoogle Playストアでリリースしました。

• 今後、本アプリを全国のご家庭に広めたいと考えています。
• 本日は、取材をどうぞよろしくお願いいたします。

１．なぜスマホアプリを開発したのか？：石橋

２．アプリの内容：石橋、はるni（株）

３．中村が行ったことの紹介：中村

４．中村の卒論について：中村

５．アプリを広めることにより、どのような社会を創りたいのか？：中村、石橋

６．質疑応答：はるni（株）、中村、石橋

概要
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1．なぜスマホアプリを開発したのか？
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うそ電話詐欺の被害状況
（2020年全国）

被害件数：13,550件
うち高齢者：11,587件

被害額：285億2,000万円

被害者の約86％が
高齢者

7警察庁（2020）「特殊詐欺認知・検挙状況等(令和２年・確定値)について」



高齢になるほど、

自分はだまされない
と思っている！
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内閣府（2017）「特殊詐欺に関する世論調査」の概要



70歳代のうち、子どもと詐欺について会話
をしているほうが、詐欺対策を行っている
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対策を行っている 対策を行っていない

大阪府政策マーケティング・リサーチ（2019） 「特殊詐欺（オレオレ詐欺等）被害防止」に関するアンケート



犯罪対策閣議会議（2019）
「オレオレ詐欺等対策プラン」においても

幅広い世代（高齢者、その子ども・孫世代）に対して
家族の絆の重要性等を訴える広報啓発活動の推進。
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石橋研究室は
誰でも、知って・伝えて・つながることができる
紙の「だれでもカルタ」を開発し、幅広い世代に広報
啓発活動を行ってきた。
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しかしながら
コロナ禍で、カルタは三密！！！
カルタで啓発活動は、できない！
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・「毎年小さな子を連れ、親戚が集まり楽しい帰省なので、（帰省できなくて）
残念で残念で泣けました。」（３０代女性・京都）

・「東京の子や孫とリモートで会う」（７０代女性・京都）

京都新聞社（2020）「年末年始の帰省の予定について尋ねたアンケート結果」 13



高齢者のスマホ利用率

14MMD研究所（2021）「シニアのスマートフォン・フィーチャーフォンの利用に関する調査」



スマホを利用している高齢者のうち
約27％はスマホでゲームを利用しているか
利用を検討している！

15MMD研究所（2021）「シニアのスマートフォン・フィーチャーフォンの利用に関する調査」



気軽に遊べるスマホゲームがあれば、
家族間で詐欺のことを気軽に話せるの
では？
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バカにするな！
うそ電話なんて！！

オレはまだそんな歳
じゃないぞ。

せっかく教えて
あげたのに。



祖父母、子ども、孫世代の
うそ電話詐欺に関する会話を生み出したいと
考え、スマホアプリを開発！

スマホアプリで
家族と遊ぶことにより
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鹿児島大学が「うそ電話のスマホ
ゲーム」作ったんだって！一緒に
やってみよー。
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キャッチフレーズ

• 誰でも・どこでも・知って遊べる「だれどこカルタ～
うそ電話詐欺編～」です。

※命名は、石橋。
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事前質問への回答（1）
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完全無料
（課金・広告なし）

2021年9月20日（月） 2021年9月24日（金）

• 無料配信を開始した日付



事前質問への回答（2）

• アプリ開発の発案者：石橋

• 発案の時期：2020年12月頃

• 発案のきっかけ：

新型コロナウイルス感染症の影響で、紙のカルタに
よる啓発活動ができなくなったこと。
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事前質問への回答（3）

• 費用の出所

石橋の科学研究費です。

• 請負契約先

アプリファクトリーはるni株式会社

• アプリの制作費

お答えできません。

限られた予算の中で、企画を実現できるように、はるniさ
んと相談しながら進めました。

22



事前質問への回答（4）

• 紙のカルタではできない、アプリならではの強み

3密を回避できる。

隙間時間（5分）で楽しめる。

どこでもできる。

手軽にできる。

遠くの家族や友人ともできる。
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2．アプリの内容
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25
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「誰かと対戦」では・・・
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ネットにつながっている誰かと対戦できます。

相手が見つからなかった場合は、コンピュー
ターが対戦相手です。

コンピューターの強さは10段階です。



「友だち対戦」では・・・
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「ルーム作成ボタン」を押すと

ルームIDが表示されるので、ルームID
を友だちに教えて

友だちが、ルームIDを入力すればOK！
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30



31
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アプリの内容について補足説明

• アプリファクトリーはるni株式会社

• 取締役 津田昇学様
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いろいろな使い方については
撮影会でご紹介します

• 1 対 1で

• 複数人 対 複数人で

• コンピューター 対人間複数人で

※さっつん（強さ10）や恐竜（強さ9）は、人間1人では
勝てないくらい強いです。
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鹿児島大学教育学部家政科４年

名前：中村彩華（なかむらあやか）
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◆実際に行ったこと◆

１）カルタ読札の読み上げ

２）アプリデザインの検討

３）アプリ機能の検討
→①コンピューター対戦
②コンピューター対戦時の強さの設定
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１）カルタ読札の読み上げ（５０枚）

解説一覧からも
視聴が可能！
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２）アプリデザインの検討

実際にできあった
アプリ内のデザイン

実際に考えたデザイン
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３）アプリ機能の検討
→①コンピューター対戦
②コンピューター対戦時の

強さ（１０段階）の設定

一人での
対戦は不可
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「withコロナにおける
オンライン対戦型詐欺対策

カルタアプリの開発」
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１）研究テーマ

◆卒業論文について◆



「だれどこカルタ」で遊ぶ

うそ電話詐欺に対しての知識や意識が
どのように変化するかを明らかにする

２）研究目的
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３）研究方法
カルタ実施前後で

意識や知識に変化が
みられるか効果検証
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～アプリを利用してみての反応～

・カルタは普通、複数人いないとできないが、
このアプリだと自分一人で楽しめる

・暇つぶしにもなるうえ、詐欺について学べるのはお得

・強さが色々あるのが面白い

・３人以上で対戦出来たらもっと楽しそう
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・高齢者だけでなく、
若者も詐欺を自分事としてとらえる社会

・家族で詐欺対策を行えるような社会

◆アプリを広めることにより、
どのような社会を創りたいのか◆
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・高齢者だけでなく、
若者も詐欺を自分事としてとらえる社会

若者を狙った詐欺もある！
また、

被害者だけでなく、加害者にならないために！
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・家族で詐欺対策を行えるような社会

会話しながら
楽しく詐欺について学ぶ
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５．アプリを広めることにより、
どのような社会を創りたいのか？

• 「若い人が、高齢者を詐欺から守る」

• 老若男女問わず、誰でも・どこでも「だれどこ
カルタ」で遊んで、詐欺について知って・いろ
いろな人に伝えて、「地域を守りたい」という
人がたくさんいる社会を創りたい！！
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事前質問への回答（4）

• 特にターゲットとしている世代、年代、人物像
孫世代を通じて、親、祖父母世代へ
「#だれどこカルタ」でSNSに投稿してほしいです！

• アプリ開発の次の展望、目標
アプリ機能の修正。※予算との兼ね合い。
50枚→25枚
2人→3人以上
高齢者のスマホ教室での展開。
全国のご家庭でお正月に使ってほしい！
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